
人口と世帯（平成23年10月 1日現在）1,707世帯（±0）男2,495人（±0）女2,679人（-7）計5,174人（-7）
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郡大会 7連覇達成！！

我が家の自慢料理・方言 10

おしらせ（人権擁護講演会  他） 12～14

　9 月 23 日（金）に開催された県民体育大会利根

郡予選会で郡民女子バレーボールチームが優勝

し、7 年連続で県大会出場を決めた。監督の入澤

勝彦氏は、熱心な指導でバレーボールの普及発展

にご尽力いただいていることから、体育功労者賞

の表彰を受けました。

　（撮影：9月 27 日）
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教育・生涯学習 8～ 9

おしどり夫婦・窓口から 16

　

９
月
16
日
（
金
）
役
場
２
階
農

林
研
修
室
に
お
い
て
、
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
壁
を
壊
す
』
の
テ
ー
マ
で
行

わ
れ
講
師
に
は
、Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
相
談
役
で
政
府
の

要
職
に
も
就
か
れ
て
い
る
、
吉
川

廣
和
氏
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
約
60
名
の
参
加
が
あ

り
、
質
疑
応
答
を
含
め
予
定
時
間

を
大
幅
に
超
え
て
の
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
変
貴
重
な
講
演
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

いたずらわんぱく 15

吉
川
廣
和
氏
講
演
会
開
催

平成 22 年度決算 2～ 3

吉川廣和氏講演会の様子

ゆ
い
な

と　

あ

被災者支援本部解散に伴うご挨拶 11

ニュース（寄居山温泉『ほっこりの湯』他） 4～ 7
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。   　

　
印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

ミ
　
ニ
　
情
　
報

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓   

口   

か   

ら

平
成
23
年
８
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
平
成
23
年
９
月
19
日

お

く

や

み

10
／
16　
か
か
し
祭
り
表
彰
式

　
　
　
　
（
花
咲
の
湯
）

10
／
20　
猿
追
い
祭
り

　
　
　
　
（
花
咲
・
上
幡
谷
）

10
／
30　
片
品
大
白
祭

　
　
　
　
（
寄
居
山
周
辺
）

11
／
２
・
３　
総
合
産
業
文
化
展

11
／
３　
に
ぎ
り
っ
く
ら

11
／
５　
農
協
祭

　
　
　
　
（
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
片
品
支
店
）

11
／
13　
第
４
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大

　
　
　
　
会
表
彰
式
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

◉ 若いころの思い出
　田畑をつくり、稚蚕を行い村内の養蚕業者に
配る大元をしていたので、自分の食事より蚕の
エサやりが優先だったことが、大変苦労しまし
た。昭和 36 年頃に最初のりんごの木を植え、
生産を始めた時には、周りからりんごでは商売
にはならないと言われた。

休日の病院（緊急時）10月 11月

納期は１０月３１日 (月 ) です
■ 口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の
納期は

国民健康保険税

22日（土）内田病院
23日（日）利根中央病院
29日（土）国立沼田病院
30日（日）沼田脳神経外科

3日（祝）沼田脳神経外科
5日（土）月夜野病院
6日（日）利根中央病院
12日（土）利根中央病院
13日（日）沼田脳神経外科

第 3 期

お

め

で

た

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
飯塚　保雄さん (84)・きみさん (83)　ご結婚されて61年　お住まい（摺渕）
23歳・22歳当時　（昭和25年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　私たちは、今でも夫婦でりんごの生産から出
荷・販売まで行っています。
　片品村で収穫される野菜や果実は大変おいし
いので、後世にもこの味を受け継いでいってほ
しい。《昔は町まで出荷していたけど今は花咲
の湯に主に出しているよ！》

第 4 期
村 県 民 税
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一 般

歳出
3,737,154

単位：千円

総務費
22%

民生費
16.8%

衛生費
12.9%

土木費
11.5%

消防費
4.3%

商工費　1.9%

農林
水産業費
4.5%

議会費
1.7%

諸支出
3.4%

公債費
8.9%

教育費
11.1%

歳出款別決算状況

単位：千円

単位：千円

固定資産税

村民税

軽自動車税

村たばこ税
入湯税

特別交付税

普通交付税

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

村税の推移 ( 過 去 ５ 年 間 )

地 方 交 付 税 の 推 移 ( 過 去 ５ 年 間 )

一般会計
国保会計
老保会計
簡水会計
介護会計
下水道会計
高齢者会計
合計

※国保会計＝国民健康保険特別会計
※老保会計＝老人保健特別会計
※簡水会計＝簡易水道事業特別会計
※介護会計＝介護保険特別会計
※下水道会計＝下水道事業等特別会計
※高齢者会計＝後期高齢者医療特別会計

平成２２年度予算決算総括表

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

(単位：千円 )

観光施設事業特別会計 ( 単位：千円 )

会計名

項　目 予　算　額 決　算　額

予　算　額 歳　　入　　歳　　出
決　　算　　額
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会 計 歳入款別決算状況

村税
15.3％

国庫支出金
9.3％

県支出金
4.9％

地方交付税
47.9％

分担金及び
負担金　1.1％

地方消費税交付金　1.3%

諸収入　4.8％

地方譲与税　1.8％

村債
6.8％

その他
2.4％

繰入金　0.6％

歳入
4,014,077

単位：千円

◎財政の健全化比率等報告

1 . 健全化判断比率

２ . 公営企業会計の資金不足比率

（単位：％)

（単位：％)

実質赤字比率

特別会計の名称
観光施設事業特別会計 資金不足はありません。

〃

〃

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足比率 備　考

(15.00) (20.00) (25.0) (350.0)

ー

ー
ー
ー

ー 9.3 ー

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

資 金 不 足 比 率

―は、実質赤字額、連結実質赤字額がないこと及び将来負担比率が算出されな
いことを示す。
（　　）内は、早期健全化基準を示す。
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率 
実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

標 準 財 政 規 模

 ：一般会計の歳入と歳出の差。
 ：特別会計を含めた赤字額。
 ：すべての会計と、加入する組合等が支払った地方債への一
　般会計の標準財政規模に対する負担割合。
 ：将来にわたって支払うべき地方債の償還金や、職員の退職
　金等の標準財政規模に対する負担割合。
 ：普通地方交付税、譲与税、地方税などの合計。この法律で
　は臨時財政対策債発行可能額も含む。

 ：各会計の赤字額の売上額に対する割合。
　20.0％を超えると経営健全化団体となる。
 

平
成
2 2
年
度
決
算

繰越金　3.8％

労働費　1%

平
成
2 2
年
度
決
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平成 18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

566,028　　  610,055 　　 616,668 　　 619,940  　　612,706 

1,811,345 　1,831,221 　 1,865,493 　 1,872,346　  1,922,659 

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（地方財政健全化法）に基づき、
市町村長等は健全化判断比率を算定し、監査委員の審査を経て議会に報告し、
かつ、住民に公表することとされています。
　平成22年度決算に基づく各指標は下記のとおりです。

4,065,709
828,487
24,314
86,580
408,601
133,801
46,430

5,593,922

4,014,077
840,851
24,312
89,116
408,942
133,050
46,060

5,556,408

3,737,154
802,437
24,312
83,301
394,773
130,610
45,332

5,217,919

120,005

119,947

29,660

98,111

119,871

119,064

29,660

98,111

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
が
９
月
定

例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、歳
入
総
額
40
億
１
，４
０
７
万
７
，４
８
９
円
、歳

出
総
額
37
億
３
，
７
１
５
万
４
，
０
７
５
円
と
な
り
ま
し
た
。差
引

残
額
２
億
７
，６
９
２
万
３
，４
１
４
円
の
う
ち
、１
億
２
，０
０
０

万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
立
、※

１
億
５
，
６
９
２
万
３
，
４
１

４
円
を
23
年
度
に
繰
越
し
し
ま
し
た
。※

（
明
許
繰
越
も
含
ん
だ

額
）

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、地
方
交
付
税
19
億
２
，２
６
５
万
９
，０

０
０
円（
全
体
の
47.

９
％
）、村
税
６
億
１
，２
７
０
万
６
，２
２
３

円（
同
15.

３
％
）、
諸
収
入
１
億
９
，
２
２
７
万
４
，
５
０
４
円（
同

４.

８
％
）、繰
入
金
２
，３
５
９
万
９
，５
７
５
円（
同
０.

６
％
）、県

支
出
金
１
億
９
，５
４
７
万
７
，７
６
１
円（
同
４.

９
％
）、村
債
２

億
７
，２
４
０
万
円（
同
６.

８
％
）、国
庫
支
出
金
３
億
７
，３
４
１

万
３
，０
７
９
円（
同
９.

３
％
）等
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
土
出
・
戸
倉
地
区
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

事
業
１
億
２
，３
７
５
万
円
、５
つ
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
２
億

９
，０
９
１
万
９
，０
０
０
円
、利
根
東
部
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

２
億
６
，９
０
０
万
円
、利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

負
担
金
１
億
５
，２
５
５
万
１
，０
０
０
円
等
で
す
。

　
地
方
債
の
償
還
金
は
、元
金
と
利
子
を
あ
わ
せ
て
３
億
３
，３
６

４
万
４
，０
８
３
円
で
す
。

　
平
成
22
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
28
億
４
，５
５
０
万
２
，５
９

７
円
で
、昨
年
に
比
べ
て
２
，１
３
８
万
円
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
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鎌
田
の
寄
居
山
温
泉
セ
ン
タ
ー

は
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
親
し

み
を
も
っ
て
頂
き
、
利
用
し
て
頂

け
る
よ
う
、愛
称
を
募
集
し
、寄
居

山
温
泉『
ほ
っ
こ
り
の
湯
』と
決
定

致
し
ま
し
た
。

　
「
ほ
っ
こ
り
」と
は
、「
温
か
い
」、

「
ほ
っ
と
す
る
」と
い
っ
た
意
味
が

あ
り
、
施
設
が
目
指
し
て
い
る
癒

（
い
や
）し
や
落
ち
着
く
空
間
と
い

う
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。

　

施
設
の
中
核
で
あ
る
温
泉
に
つ

い
て
は
、「
皆
様
に
気
持
ち
よ
く

使
っ
て
頂
く
こ
と
」
を
重
要
と
考

え
、
毎
日
の
お
湯
の
入
れ
替
え
と

徹
底
し
た
清
掃
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。エ

ク
ス
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン
丸
沼
大
会

寄
居
山
温
泉
『
ほ
っ
こ
り
の
湯
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

屋外に設けられたテラス

衛生的で、「ほっこり」できる浴室

庁
舎
北
側
玄
関
ス
ロ
ー
プ
が
完
成
い
た
し
ま
し
た

戦没者に献花する遺族の方々

　

９
月
16
日（
金
）文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
平

和
を
願
う
追
悼
式
を
４
年
に
１
度

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
追
悼
式
に
は
、
遺
族
関

係
者
71
人
が
参
列
。
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
後
、
祭
壇
に
献
花
し
、
１

９
２
人
の
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。　
　
　
（
保
健
福
祉
課
）

　

ま
た
、温
泉
の
ほ
か
、近
隣
の
飲

食
店
の
ご
協
力
に
よ
り
、
出
前
を

と
れ
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
試
験
的
に
行
っ
て
い
る
段

階
で
す
が
、
好
評
で
あ
れ
ば
順
次

拡
大
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
気
軽
に
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
が
楽
し
め
る
場
所
を
開
設
致
し

ま
し
た
の
で
、
お
友
達
同
士
で
の

会
話
の
ひ
と
と
き
と
し
て
、
あ
る

い
は
時
間
調
整
な
ど
に
も
ご
利
用

頂
け
ま
す
。

　

ま
た
、
踊
り
や
演
奏
会
な
ど
、

様
々
な
催
し
も
の
も
開
催
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

お
客
様
を
第
一
に
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
村
民
の
皆

様
に
ご
利
用
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
営
業
時
間

　

10
時
か
ら
21
時
ま
で

　
（
11
月
か
ら
３
月
ま
で
は
20
時

ま
で
。そ
れ
ぞ
れ
最
終
受
付
は
営

業
終
了
30
分
前
ま
で
）

◎
定
休
日

　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

　
（
祝
祭
日
の
場
合
は
営
業
）

◎
料
金

　

村
民
大
人　
　

２
０
０
円

　

村
民
小
学
生　

１
０
０
円

　

一
般
大
人　
　

５
０
０
円

　

一
般
小
学
生　

３
０
０
円

　

幼
児　
　
　
　

無
料

　
　
　
（
片
品
村
振
興
公
社
）

レジカウンター付近の様子

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
秋
の
事
業
を
実
施

　

９
月
13
日（
火
）シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

を
守
る
会
に
よ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

の
種
子
採
取
及
び
登
山
道
の
点

検
・
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、

尾
瀬
高
校
の
生
徒
や
日
本
製
紙
か

ら
約
80
人
が
参
加
し
、
作
業
を
行

い
ま
し
た
。自
然
公
園
指
導
員
の

指
導
の
も
と
、
約
20
房
の
種
子
を

採
取
し
ま
し
た
。採
取
し
た
種
は
、

東
小
川
の
圃
場
で
３
〜
５
年
間
育

て
ら
れ
、
再
び
自
生
地
に
移
植
さ

れ
ま
す
。

　

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
で

は
、
毎
年
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
保
護

復
元
の
た
め
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

８
月
26
日
か
ら
３
日
間
、
丸
沼

周
辺
を
会
場
と
し
て
、
エ
ク
ス
テ

ラ
ジ
ャ
パ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
丸
沼
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

27
日
は
、
ス
イ
ム
1.2
㎞
・
バ
イ

ク
25
㎞
・
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
10
㎞
か

ら
な
る
オ
フ
ロ
ー
ド
版
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
競
技
が
行
わ
れ
、
28
日
に

は
、
日
光
白
根
山
を
極
め
る
30
㎞

の
本
格
的
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
競
技
で
す
が
、
丸
沼
の

素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
エ
イ
ジ
部
門
の
総
合
優
勝

男
女
に
村
長
杯
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

スイム競技の様子

 　

選
手
・
関
係
者
の
皆
様
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
） 総合優勝者に村長杯の授与

北側玄関横に新設されたスロープ

　

庁
舎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
す

る
た
め
、
庁
舎
北
側
玄
関
に
ス

ロ
ー
プ
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
ス
ロ
ー
プ
付
近
に“

お

も
い
や
り
駐
車
区
画“

を
設
け
ま

し
た
の
で
、
来
庁
の
際
に
は
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

思いやり駐車区画

た
ば
こ
販
売
組
合
員
に
よ
る
村
内
美
化
作
業
が
行
わ
れ
る

　

去
る
９
月
９
日
（
金
）
沼
田
た

ば
こ
販
売
協
同
組
合
小
野
理
事
長

及
び
入
澤
片
品
村
支
部
長
を
中
心

と
し
た
役
員
及
び
村
内
の
販
売
店

な
ど
十
数
名
が
、
片
品
村
に
あ
る

寄
居
山
公
園
や
村
内
の
公
衆
ト
イ

レ
等
数
カ
所
に
つ
い
て
、
ゴ
ミ
や

空
き
缶
な
ど
の
収
集
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
同
組
合
の
活
動
は
年
間
行

事
に
組
み
込
ま
れ
、
地
域
振
興
の

た
め
に
毎
年
活
動
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
尾
瀬
、
丸
沼
、
武
尊
な
ど

周
囲
の
紅
葉
を
前
に
し
て
多
く
の

観
光
客
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
入
れ

る
た
め
に
、
組
合
員
ひ
と
り
一
人

が
、
ゴ
ミ
収
集
と
併
せ
て
、
た
ば

こ
の
吸
い
殻
入
れ
や
未
成
年
喫
煙

防
止
活
動
用
の
チ
ラ
シ
な
ど
も
配

布
し
て
い
ま
し
た
。

（
住
民
課
）組合員の皆さんによる美化活動の様子

　

９
月
11
日（
日
）桐
生
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
標
記
研
究
大
会
に
お

い
て
、
片
品
村
体
育
指
導
委
員
の

３
名
が
10
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
度
か
ら
体
育
指
導
委

員
と
し
て
本
村
の
社
会
体
育
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
社
会
体
育

行
事
全
般
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

平
成
23
年
度
群
馬
県
体
育
指
導
委
員
会
10
年
勤
続
受
賞

す
。

受
賞
者

　

飯
塚　

睦
夫
さ
ん　
（
摺　

渕
）

　

星
野　
　

学
さ
ん　
（
土　

出
）

　

入
澤　

真
由
美
さ
ん（
鎌　

田
）

　

今
後
も
本
村
の
社
会
体
育
の
振

興
、
発
展
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。 種子採取を行う尾瀬高校の生徒
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去
る
９
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で

の
10
日
間
、
９
月
定
例
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
、
22
年
度
決
算
、

23
年
度
補
正
予
算
な
ど
重
要
な
案

件
が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
議
決
（
認
定
）
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
片
品
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
、
村
税
関
係
の
不
申
告
等
に
関

す
る
過
料
の
新
設
及
び
上
限
額
の

引
き
上
げ
に
伴
う
改
正
の
た
め
の

規
定
整
備
で
す
。

・
片
品
村
公
民
館
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

片
品
村
公
民
館
土
出
分
館
の
移

設
事
業
が
完
了
し
、
住
所
が
変
更

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
一
部
改
正

で
す
。

・
片
品
村
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

片
品
村
議
会
議
員
の
定
数
を
14

人
か
ら
12
人
に
改
め
る
も
の
で

す
。
な
お
、
こ
の
条
例
は
次
の
一

般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

第
21
回
片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

参加者のみなさん

　

片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ

を
９
月
25
日
（
日
）
に
行
い
ま
し

た
。今
回
は
、
子
ど
も
会
員
、
引
率

卒
寿
（
90
歳
）
の
お
祝
い

　

９
月
27
日（
火
）村
内
全
区
の
対

象
者
16
名
の
方
の
お
宅
に
千
明
村

長
・
議
会
議
長
が
慶
祝
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
方
へ
千
明
村
長
か

ら
慶
祝
状
が
渡
さ
れ
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
い
て
く
だ
さ
い
。

水
の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
に
出
店

　

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流
事
業

（
東
京
都
と
群
馬
県
主
催
）が
９
月

20
日
か
ら
22
日
ま
で
銀
座
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 お客様応対をする職員

　

９
月
17
日（
土
）、
蕎
麦
打
ち
や

ピ
ザ
作
り
を
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
体

験
す
る
婚
活
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

雨
天
の
た
め
、
屋
内
が
メ
イ
ン

の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
蕎
麦
と
ピ

ザ
作
り
を
体
験
。

　

昼
食
時
に
は
美
味
し
そ
う
に
出

来
上
が
り
、
食
べ
合
い
な
が
ら
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

◎
決
算
の
認
定

　

平
成
22
年
度
各
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
た
健
全
化
判
断
比
率

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
２
〜
３

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
23
年
度
の
各
会
計
の
補
正

予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
（
第
４
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
７
，
０
０
１
万
１
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
36
億
２
，
６
７
２
万

８
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
子
ど
も

手
当
国
庫
負
担
金
の
減
額
、
子
ど

も
手
当
県
負
担
金
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
金
、
群

馬
県
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
市

町
村
補
助
金
、
繰
越
金
等
の
増
額

で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

の
庁
用
自
動
車
管
理
事
業
、
土
木

費
の
道
路
維
持
修
繕
事
業
、
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
、
労
働
費
の

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
等
の
増

額
と
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件

費
の
減
額
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
，
４
６
５
万
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
８
億
６
，
３
８
９
万
７
千

円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
１
，

３
４
１
万
３
千
円
及
び
老
人
保
健

拠
出
金
還
付
金
１
２
４
万
２
千
円

で
す
。

　

歳
出
は
、
介
護
給
付
金
９
２
８

万
２
千
円
及
び
療
養
給
付
費
交
付

金
償
還
金
５
３
７
万
３
千
円
で

す
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
８
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
８
，
４
８
１
万
５
千
円
に
し
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
４

８
１
万
５
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
人
事
異
動
に
よ
る
職

員
人
件
費
の
変
更
、
施
設
の
維
持

管
理
に
必
要
な
修
繕
費
等
の
増
額

で
す
。

・
村
営
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

武
尊
牧
場
管
理
棟
の
改
修
工
事

に
必
要
な
経
費
等
と
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
を
そ
れ
ぞ
れ
２
２

０
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
７
７
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
４
億
１
，
２
９
８
万
１
千
円
に

し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
前
年
度

繰
越
金
７
１
６
万
８
千
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
基
金
積

立
金
の
７
３
９
万
３
千
円
で
す
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計
（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
４
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
億
２
，
９
１
０
万
千
円
に
し

ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
１

４
３
万
９
千
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
事
異

動
に
よ
る
職
員
人
件
費
の
変
更
、

施
設
費
の
維
持
管
理
に
必
要
な
修

繕
費
等
の
増
額
で
す
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第

１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

４
，
９
７
１
万
４
千
円
に
し
ま
し

た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
２

２
万
７
千
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
予
備
費
の
２
２
万
７

千
円
で
す
。

◎
一
般
質
問

　

５
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

・
主
要
道
路
網
の
保
全
と
整
備

（
戸
丸
廣
安
議
員
）

・
片
品
村
観
光
産
業
の
更
な
る
発

展
に
つ
い
て

・
観
光
地
片
品
村
の
自
然
環
境
、

生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て

（
星
野
逸
雄
議
員
）

・
環
境
に
配
慮
し
た
村
づ
く
り
に

つ
い
て

（
星
野
千
里
議
員
）

・
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に

村
は
何
を
す
べ
き
か

（
星
野
育
雄
議
員
）

・
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

（
星
野
精
一
議
員
）

◎
そ
の
他

・
指
定
管
理
者
の
指
定

　

片
品
村
営
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ

ナ
ほ
た
か
の
管
理
を
指
定
管
理
者

に
行
わ
せ
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
指
定
管
理
者
の
名
称
、
指

定
の
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

武
尊
山
観
光
開
発
株
式
会
社

平
成
23
年
10
月
１
日
〜

平
成
26
年
９
月
30
日

９
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
役
員
、保
護
者
総
勢
74
名
が
、前

橋
市
に
あ
る
赤
城
高
原
牧
場
ク

ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
園
内
を
自
由
に
散
策

し
、
午
後
に
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。　

　

友
達
と
協
力
し
、
楽
し
み
な
が

ら
作
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
味

は
格
別
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今

回
の
体
験
を
生
か
し
、
自
宅
で
も

ア
イ
ス
作
り
に
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

本
部
・
地
区
役
員
の
み
な
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
ま
で
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

（
保
健
福
祉
課
）

千明村長から慶祝状を
受け取る星野さん

　

参
加
は
片
品
村
、み
な
か
み
町
、

藤
岡
市
、
水
資
源
機
構
、
東
京
都
、

群
馬
県
の
６
団
体
で
し
た
。片
品

村
コ
ー
ナ
ー
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
名

産
品
の
販
売
、
今
残
し
た
い
片
品

の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の

中
か
ら
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
４
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
周
辺
は
他
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
建
ち
並

ぶ
立
地
で
す
。近
く
を
通
る
際
に

は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
で
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
た　
（
20
代
男
性
）

　

自
然
に
触
れ
て
お
い
し
い
ピ
ザ

や
手
作
り
蕎
麦
が
食
べ
ら
れ
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た　
（
30
代
女
性
）

　

話
を
す
る
時
間
が
短
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
男
性
）

　

次
回
は
１
月
か
ら
ス
キ
ー
場
を

舞
台
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

で
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

自
転
車
イ
ベ
ン
ト

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

　
11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

武
尊
牧
場
を
会
場
に
行
わ
れ

る
「
武
尊
バ
イ
シ
ク
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
や

１
２
０
km
に
わ
た
る
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
を
走
る
選
手
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
方
を

募
集
中
で
す
。

〇
沿
道
で
の
誘
導
や
応
援

〇
受
付
会
場
の
お
手
伝
い

▼
問
合
わ
せ
先　
武
尊
バ
イ

シ
ク
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行

委
員
会

☎（
５
８
）４
８
２
４
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教育・生涯学習

広 報 か た し な        H23 . 10

教育・生涯学習

09 広 報 か た し な        H23 .10

広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
三
年
九
月
俳
句
会

教育委員会　11月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

＊午後１時 30分～５時 30分開室
＊日曜、祝日　　はお休みです

図 書 室 カレンダー 11 月

　トイレ掃除‥、みなさん続けていますか？社内が乱れるとト
イレの汚れもひどくなる－？
中堅食品会社・社内権力闘争・化学調味料無添加多加水麺対蛋
白加水分解物添加麺・自主運営労働組合的解決

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

☆生涯学習・社会体育関係
・片品村総合産業文化展
・片品村芸能発表会
・第 3回尾瀬文学賞俳句大会表彰式
・県民体育大会
・村民卓球大会
・第 11回片品村剣道大会

☆学校関係
・利根郡小中学校音楽祭（お弁当の日）
・片教研授業交流会（武尊根小）

◇片小 
・避難訓練（火災）
・授業参観
・学校保健委員会②
　終日授業参観ですので、都合のよい時間に合わ
せて、是非、子どもたちの学習や生活の様子を見
にいらしてください。

◇北小 
・避難訓練（火災）
・教育相談
　保護者の方と学校が力を合わせて子ども達をよ
りよく育てていくために、教育相談での話し合い
をよろしくお願いします。

◇南小
・にこにこ集会
・個別面談
・避難訓練（火災）
・PTA奉仕作業②
・全校テスト
・むかしの遊び集会
・学習発表会
　にこにこ集会では十日夜を前に、わらでっぽう
作りの指導を武尊親和会の方々にお世話になりま
す。また、学習発表会には保護者や地域の方々の
参観をお待ちしています。

◇武尊根小
・避難訓練（火災）
・指導主事訪問Ｂ
・茶道教室（文化体験）
・開校記念朝礼
・授業公開日･教育相談
・学校保健委員会②
　茶道教室（文化体験）や開校記念朝礼から我が
国の伝統文化や本校の伝統を学ぶことの大切さを
感じて欲しいと思います。

◇片中
・片中文化の日
　（弟子入り講座･合唱ｺﾝｸｰﾙ）
・授業参観
・三者面談
・人権教育集中学習
　片中文化の日（午前：弟子入り講座・午後：合
唱コンクール）に見学に来てください。沢山の方
のご来校をお待ちしております。

地
域
と
の
絆
が
一
番
の
宝
物

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

大
が
め
に
秋
草
あ
ふ
る
湯
宿
か
な

守
り
継
ぐ
だ
け
の
田
畑
稲
の
花

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

雨
に
伏
す
白
萩
路
を
通
せ
ん
ぼ

り
ん
ど
う
や
信
濃
へ
つ
づ
く
峠
み
ち

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

胸
焦
が
し
遠
き
日
も
あ
り
曼
珠
沙
華

い
く
た
り
の
御
霊
送
れ
り
萩
の
雨

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

病
葉
の
ぽ
と
り
地
に
落
つ
入
り
日
か

な芋
掘
る
も
子
に
掘
ら
せ
た
く
残
し
お

く
　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
友
が
尾
瀬
飛
ぶ
天

高
し

沢
桔
梗
熊
が
昼
寝
の
楢
大
樹

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

今
朝
秋
の
拾
ひ
し
蜂
の
艶
や
か
に

雨
け
ぶ
る
藻
刈
の
舟
の
湖
静
か

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

心
し
て
平
和
を
祈
る
原
爆
忌

十
二
忌
や
土
筆
の
び
け
り
風
の
盆

　
片
品
村
の
各
小
中
学
校
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
・
協
力
し
て
、特
色
の
あ

る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
そ
れ
が
各
校
の
伝

統
と
な
り
、人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、地
域
と
の
絆
は
各
校
の
宝
物

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
校
で
も
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

や
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
で
あ
る
二

区
と
合
同
の
秋
季
大
運
動
会
が
、

９
月
10
日（
土
）に
、素
晴
ら
し
い

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、多
く
の
地
域

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、３
団
に
分
か

れ
て
の
団
対
抗
競
技
、一
輪
車
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、鼓
笛
パ
レ
ー
ド

な
ど
の
競
技
や
演
技
に「
笑
顔
で

楽
し
く
協
力
し
あ
う
運
動
会
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、地
域
の
方
々
の

見
守
る
中
、立
派
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
地
域
の
方
々
も
、５
地
区
に
分

か
れ
て
の
対
抗
競
技
で
、子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
頑

原　宏一

　　　　　　　　　　  2 日（水）～ 3日（木）
2日（水）

　　　　　　 13 日（日）
6日（日）･13 日（日）

12日（土）
中旬

10日（木）
24日（木）

 
7 日（月）

16日（水）～ 18日（金）
21日（月）

 
11 日（金）

15日（火）～ 18日（金）

1日（火）
1日（火）～ 7日（月）

4日（金）
9日（水）
11日（金）
15日（火）
29日（火）

4日（金）
8日（火）
11日（金）
14日（月）

16日（水）17日（木）
21日（月）

3日（木）
8日（火）

9日（水）～ 22日（火）
25日（金）

トイレのポツポツ

9 月 10日の運動会の様子

武
尊
根
小
学
校
長　
片
山
雅
資

張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま

た
、南
保
育
園
の
園
児
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
、ダ
ン
ス
や
か
け
っ

こ
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ほ
た
か
ね
八
木
節
愛
好
会
の

皆
さ
ん
と
全
校
児
童
・
教
職
員
・

地
域
の
有
志
で
一
緒
に
八
木
節

や
丸
沼
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。地

域
の
皆
さ
ん
と
の
一
体
感
を
実

感
し
、感
謝
す
る
ひ
と
こ
ま
で
し

た
。

　
外
に
目
を
向
け
る
と
、片
品
村

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

銚
子
市
立
明
神
小
学
校
と
の
夏
・

冬
の
交
歓
分
宿
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
今
年
は
、７
月
26
日（
火
）か
ら

28
日
（
木
）
ま
で
の
２
泊
３
日
で

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
体
験
学
習

は
、
昭
和
41
年
に
始
ま
り
、
今
回

で
46
回
を
迎
え
ま
す
。明
神
小
学

校
で
は
、盛
大
に
歓
迎
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
こ
の
交
歓

分
宿
を
始
め
た
元
明
神
小
学
校

長
阿
部
明
先
生
の
お
話
を
伺
い
、

そ
の
思
い
の
深
さ
を
知
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
に
分
宿
し
、長
崎
海
岸
で
の

海
の
学
校
や
海
水
浴
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災

が
あ
り
、実
施
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、関
係
者
の
皆
さ
ん
の
努
力

に
よ
り
、無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。こ
れ
も
人
と
人

と
の
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
一
段
と
成
長
し

た
姿
に
実
施
す
る
こ
と
の
意
義

を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、人
と
人
と
の
絆

が
、素
晴
ら
し
い
教
育
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長
の

た
め
に
、学
校
の
宝
物
で
あ
る
地

域
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

鼓
笛
音
空
で
は
づ
ん
で
運
動
場

鱗
雲
猫
は
二
の
足
水
た
ま
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

大
竹　

沙

雨
合
羽
あ
と
一
キ
ロ
と
茗
荷
採
る

寄
贈
本
手
渡
す
縁
さ
る
す
べ
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

サ
ヨ
ナ
ラ
と
別
れ
相
馬
の
人
も
秋

玉
入
れ
を
子
ら
に
交
じ
っ
て
汗
光
る

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

城
跡
の
風
に
さ
ゆ
ら
ぐ
女
郎
花

盆
棚
に
合
格
を
告
ぐ
帰
省
の
子

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

天
命
に
恵
み
の
実
り
黄
金
波

茄
子
の
棘
思
は
ぬ
痛
さ
指
を
見
る

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

こ
お
ろ
ぎ
の
音
色
に
ほ
れ
て
静
け
き

に稜
線
を
雁
一
列
に
渡
く
る

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

秋
風
に
真
け
じ
と
生
き
る
蝉
し
ぐ
れ

鬼
や
ん
ま
窓
開
け
て
や
る
空
澄
み
て

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

秋
深
か
み
過
ぎ
こ
し
思
い
慰
霊
祭

新
涼
や
面
影
し
の
ぶ
逝
き
し
友

ブライアン通信

Halloween

ハロウィーン

Hello, everyone.  Did you enjoy 
September?  October is already here 
and I am very excited.  Do you know why?  Because 
it ’ s almost Hal loween!  Many chi ldren dress in 
costumes and eat candy on Halloween.  It is the 
scariest holiday.  In the USA, we can watch many scary 
movies on TV during this time of year.  So it is the 
perfect holiday for me!  But I have one problem.  I 
can’ t decide what costume I should wear this year.  I 
want to choose a fun costume, but I don’ t have any 
good ideas.  If you have any good ideas please tell me!  
Have a safe October.

皆さん、こんにちは。９月を楽しめましたか？既に１０月が
やってきて、とても楽しみにしています。なぜかわかります
か？もうすぐハロウィーンになるからです。ハロウィーンに
は多くの子供がコスチュームを着たり、お菓子を食べたりし
ます。祝日の中で、ハロウィーンが最も怖いと思います。ア
メリカでは、この時期にテレビでたくさんのホーラー映画を
見ることが出来ます。だから、私にとってハロウィーンが最
高です！しかし、すこし困っています。何のコスチュームに
すればいいかなかなか決められません。楽しいコスチューム
にしたいですけど、良い考えが思い浮かびません。良い考え
があれば教えて下さい。安全な１０月を！
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料理・方言

広 報 か た し な        H23 .10

おしらせ

11 広 報 か た し な        H23 .10

冬瓜のホタテあんかけ 築地　金子　朋子　さん

～片品産野菜使用の簡単料理～

な
ん
め
ー
・
な
ん
め
ー
ち
ゃ
い

や
み
て
・
や
み
く
も

　「
そ
れ
は
大
変
だ
」「
大
変
な
こ
と
に
な
ら
な
い
と
い
い
が
」
と
言
う
よ
う

な
時
に
「
な
ん
め
ー
」
と
か
「
な
ん
め
ー
ち
ゃ
い
」
と
い
い
ま
す
。
用
例
と

し
て
は
「
う
っ
か
り
免
許
証
を
忘
れ
て
、
一
斉
に
あ
っ
て
不
携
帯
で
罰
金
を

取
ら
れ
た
」
そ
り
ゃ
あ
「
な
ん
め
ー
で
す
」
自
分
で
も
時
々
使
い
ま
す
。
今

で
も
時
々
使
っ
て
い
る
人
は
多
く
い
ま
す
。

　「
子
供
が
風
邪
を
ひ
い
て
熱
を
出
し
た
」「
な
ん
め
ー
ち
ゃ
い
」
で
す
。
こ

の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。「
な
ん
め
ー
」
は
同
情
語
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
風
邪
を
引
き
熱
を
だ
し
た
こ
と
へ
の
相
槌
で
あ
り
同
情
し
て
い

る
の
で
す
。

　「
な
ん
め
ー
」の
語
源
は「
な
る
ま
い
」が
転
訛
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。「
ち
ゃ

い
」
は
接
尾
語
の
一
種
と
思
い
ま
す
。「
な
る
ま
い
」
の
「
な
る
」
と
「
ま
い
」

は
別
々
の
古
語
で
「
な
る
（
成
る
）」
は
「
で
き
る
・
か
な
う
」
な
ど
の
達
成

で
き
る
意
で
す
。「
ま
い
」
は
「
ま
じ
」
か
ら
変
化
し
た
形
で
否
定
す
る
意
思

を
表
す
も
の
で
す
。
従
っ
て「
な
る
」と「
ま
い
」は
ま
っ
た
く
逆
の
意
味
を
持
っ

て
い
る
語
源
で
す
。
代
表
例
は
歌
の
「
ひ
ろ
し
ま
」
の
中
に
あ
る
「
あ
あ
許

す
ま
じ（
ま
い
）原
爆
を・・・
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も「
な
ん
め
ー
」

「
な
ん
め
ー
ち
ゃ
い
」
と
同
意
で
す
。「
な
ん
め
ー
」「
な
ん
め
ー
ち
ゃ
い
」
は

片
品
の
優
し
思
い
や
り
の
言
葉
で
す
ね
。

我が家の自慢料理

作り方材料（8人分）

○1人分の栄養価　エネルギー：40 Kcal　　たんぱく質： 4.2ｇ　　脂　質： 0.3ｇ　　食塩： 0.5ｇ

○効能

　『
今
年
は
レ
タ
ス
を「
や
み
て
」植
え
付
け
た
け
ど
、値
段
は
ど
う
か
な
。』（
レ

タ
ス
を
大
面
積
作
付
け
を
し
た
の
だ
が
、
市
場
価
格
は
ど
う
か
？
と
心
配
し

て
い
る
所
で
す
。）

　
ト
マ
ト
が
陽
気
の
せ
い
か
な
「
や
み
て
」
玉
伸
び
（
大
き
く
な
る
）
が
早
い
。

「
や
み
て
」
と
は
「
非
常
に
」「
思
い
っ
き
り
」
と
か
「
度
を
越
え
て
」
と
い

う
意
味
で
す
。
現
在
で
も
日
常
会
話
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
機
会
は

減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
語
源
は
「
む
や
み
や
た
ら
＝
無
闇
矢
鱈
」
が
転
訛

し
て
「
や
み
て
」
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　「
や
み
て
」
に
似
た
言
葉
に
「
や
み
く
も
」
が
あ
り
ま
す
。「
無
茶
苦
茶
」「
一

心
不
乱
」
と
言
う
よ
う
な
時
使
い
ま
す
。
語
源
を
漢
字
で
表
す
と
す
れ
ば
「
闇

雲
」
が
、
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
や
み
て
」
と
「
や
み
く
も
」、

似
て
は
い
ま
す
が
、
似
て
非
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員
　
大
竹
　
将
彦

片

品

村

の

方

言
43

○ワンポイント
※薄味になっていますが、味付けはお好みで！夏は煮汁に寒天を少々入れて冷やし、ジュレタイプにし 
　て、冷やした冬瓜にかけてもおいしいです。
　冬瓜は、低カロリーで体にも良いので、みそ汁の具・スープ・漬け物にもおいしいです。

※冬瓜と言っても夏野菜。条件さえ良ければ冬まで保存できることから、名付けられた。今年の夏、夏
　バテ解消にと話題になりました。９５％以上が水分という低カロリー。利尿効果があり、むくみとり、
　熱さましに効果あり、ビタミンＣも豊富です。

平成２３年１０月１日

　実りの秋を迎えて一言ごあいさつを申し上げます。

　本年３月１１日東日本大震災が発生し、巨大地震・巨大津波が東日本太平洋沿岸

を襲い死者行方不明者は１９，８００人を超える未曾有の大惨事となりました。

そして巨大津波により東京電力福島第一原子力発電所が被災を受け、周辺住民は避

難を余儀なくされました。

　片品村では村民皆さんを始め、受入れ宿・ボランティアの皆さんのご理解とご協

力をいただき、福島県南相馬市民９３８人の被災者を受入れさせていただきまし

た。

　又、親戚や知人を頼って避難された方々を含めますと、一時期は１，０００人を超

える方が片品村に避難されました。

　真冬の様な雪景色の中での受入れから、桜の花咲く春を迎え、レンゲツツジの見

頃の初夏が過ぎ、暑い夏も終わり、半年近くの長い避難生活となりましたが、８月末

迄にはそれぞれ９００人を超える被災者が、南相馬市などの自立先に向かい片品村

を後にされました。

　９月以降も片品村内で暮らす決意をされた４家族１３人を除く、数名の被災者

も、最後の１人の方が９月２９日、自立先に向かわれ、南相馬市から派遣されていた

職員も市役所に戻られました。

　片品村がいち早く実施した３月１８日の被災者受入れも半年以上と、当初の予想

以上に長期化致しましたが、ここに村民の皆さんを始めとする関係者の皆さんのご

理解とご協力により、東日本大震災の被災者受入れが終了致しましたことをご報告

申し上げますと共に関係者の皆さんに対しまして厚くお礼を申し上げます。

　被災者受入れから今日まで、多方面から「人に優しい片品村」と、たくさんの感謝

の声、励ましの声、お礼の声が寄せられております。 長期間にわたる被災者受入れに

対しまして物品両面からご支援ご協力いただきました皆様方に対しまして、心から

感謝を申し上げましてお礼のご挨拶とさせていただきます。

被災者支援本部解散に伴うご挨拶

1/2 コ（約 400g）

135g
50g
少々

少々（みょうが）

２カップ
大さじ２
大さじ１
小さじ１

大さじ１  
大さじ１～２

姫冬瓜・・・

ホタテ缶・・・・・・・
まいたけ・・・・・・・・
紅しょうが・・・・・・・
あさつき・・

★煮汁
だし汁・・・・・・・
酒・・・・・・・・・
みりん・・・・・・・
薄口しょうゆ・・・・

★水溶きかたくり粉
かたくり粉・・・・・
水・・・・・・・

①冬瓜は皮をむき、種の部分を取り除き、2cmくらいの厚さに切る。
　まいたけは、割いておく。

②冬瓜をさっとゆで、水洗いし青臭さをぬく。

③鍋に煮汁の調味料とホタテ缶の汁と冬瓜を入れて中火にかける。冬瓜
　が柔らかくなるまで煮る。
　
④冬瓜に竹串がすっと刺さるようになったら、ホタテとまいたけを入れ、
　ひと煮立ちさせ、水溶きかたくり粉を入れとろみをつける。

⑤小鉢に盛り、色どりに紅しょうが・あさ
　つきをのせる。
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せ

第
16
回
か
た
し
な
音
楽
祭
開
催
の

ご
案
内

　

ピ
ア
ノ
及
び
バ
ン
ド
の
発
表
会

を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友
達
で

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
覧
く
だ

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

▼
期
日　

平
成
23
年
11
月
19
日

（
土
）

▼
入
場
料　

無
料

不
動
産
合
同
公
売
開
催
に
つ
い
て

▼
期
日　

平
成
23
年
11
月
24
日

▼
受
付　

午
後
１
時
00
分
か
ら

▼
説
明　

午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
入
札　

午
後
２
時
00
分
か
ら

▼
場
所　

群
馬
県
利
根
沼
田
県
民

局
庁
舎
４
０
１
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
課

☎（
５
８
）
２
１
１
６

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」に
つ
い
て

相
　
　
　
談

　

毎
年
、10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
」

の
日
で
す
。
こ
の
日
は
、
浄
化
槽

に
関
す
る
諸
制
度
を
整
備
し
た

「
浄
化
槽
法
」
が
昭
和
60
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
の
を
記
念
し

て
、昭
和
62
年
に
当
時
の
厚
生
省
、

建
設
省
、
環
境
庁
の
３
省
庁
の
主

唱
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
し
尿
及
び
生
活

雑
排
水
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設

と
し
て
下
水
道
と
と
も
に
「
浄
化

槽
」
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
に
は
、
水
洗
便
所
の
汚
水
だ
け

を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽

と
、
水
洗
便
所
汚
水
と
台
所
汚
水

な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処

理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り

ま
す
が
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

浄
化
槽
の
65
％
（
平
成
20
年
度
）

快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に『
合
併
処
理
浄
化
槽
』

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
来
る
11
月
14
日

（
月
）
か
ら
20
日
（
日
）
ま
で
の

一
週
間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
し
て
、
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に

関
す
る
相
談
・
悩
み
事
に
つ
い
て

の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

専
用
電
話
番
号
は

　

全
国
共
通

  

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

＊
携
帯
電
話
か
ら
も
接
続
可
能
で

す
。
た
だ
し
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
、
土
曜
日
と
日
曜

日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。

▼
対
応
は
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
６
６

募
　
　
　
集

平
成
23
年
度
酒
類
販
売
管
理
協
力

員
の
募
集
に
つ
い
て

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
酒
類

小
売
り
販
売
場
（
ス
ー
パ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
小
売
酒

販
店
な
ど
）
で
買
い
物
を
す
る
機

会
を
利
用
し
て
未
成
年
者
飲
酒
防

止
に
関
す
る
表
示
や
店
頭
価
格
の

状
況
を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
『
酒
類
販
売
管
理

協
力
員
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.nta.go.jp)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

前
橋
税
務
署　

酒
類
指
導
官

☎
０
２
７
（
２
２
４
）
４
４
９
８

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

「
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う
」

　

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
起
こ

る
、
急
な
病
気
や
突
然
の
け
が
で
、

呼
吸
が
止
ま
っ
た
！
脈
拍
が
触
れ

な
い
！
出
血
が
止
ま
ら
な
い
！
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
が
行
う
応
急

手
当
が
そ
の
人
の
生
命
を
救
う
た

め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当

で
き
る
よ
う
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
入

れ
た
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

の
参
加
者
を
一
般
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
23
年
11
月
27
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

（
８
時
30
分
〜
受
付
開
始
）

▼
場
所　

利
根
沼
田
広
域
「
東
消

防
署
」

▼
定
員　

10
名

▼
受
講
料　

費
用
は
無
料
（
受
講

者
に
は
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。）

▼
申
込
先　

東
消
防
署
で
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
電

話
申
込
可
、
土
・
日
・
祝
日
も
受

付
し
て
い
ま
す
。）

▼
締
め
切
り　

平
成
23
年
11
月
25

日
（
金
）
又
は
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

実
技
を
中
心
に
講
習

を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

東
消
防
署

☎（
５
６
）
２
３
０
０

は
単
独
処
理
浄
化
槽
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
13
年
の
浄
化
槽

法
の
改
正
に
よ
り
、
生
活
雑
排
水

の
未
処
理
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
防

止
等
か
ら
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の

新
設
が
禁
止
と
な
っ
た
た
め
、
現

在
で
は
浄
化
槽
と
い
え
ば
合
併
処

理
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
歴
史
を
辿
る
と
、
明

治
44
年
前
後
に
日
本
で
最
初
の
浄

化
槽
が
川
崎
で
製
造
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
片
品
村
で
は
、
単

独
処
理
浄
化
槽
が
最
初
に
設
置
さ

れ
た
の
が
昭
和
38
年
で
あ
り
、
そ

の
後
昭
和
53
年
に
は
最
初
の
合
併

処
理
浄
化
槽
が
現
在
の
役
場
庁
舎

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
で
は
農
業
集
落
排
水
や

公
共
下
水
道
の
下
水
道
整
備
区
域

以
外
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
単

独
処
理
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
汚
水

の
み
処
理
）
を
設
置
さ
れ
て
い
る

お
宅
及
び
浄
化
槽
が
ま
だ
設
置
済

み
で
な
い
お
宅
で
は
、
河
川
の
水

質
汚
濁
の
防
止
の
た
め
に
、
今
後

計
画
的
に
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

移
行
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
は
、
毎
年
計

画
的
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
設
置
を
予
定
さ
れ

た
場
合
は
、
設
置
工
事
着
手
前
に

役
場
で
補
助
内
容
を
確
認
の
う
え

手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
建
設
課

☎（
５
８
）
２
１
１
４

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

年
金
を
受
け
取
る
権
利
は
死
亡

す
る
と
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
受

給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
「
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
」
を
年
金
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い
に
な

り
、
遺
族
の
方
か
ら
返
納
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の

分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場

合
、
死
亡
当
時
に
受
給
者
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
た
一
定
の
範
囲

の
遺
族
の
方
は
未
支
給
年
金
を
請

求
で
き
ま
す
の
で
、
死
亡
届
と
一

緒
に
「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付

請
求
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
１
３

「片品村が行う災害支援義援金」
状況報告

　この度の東日本大震災で被災された方々の受入
支援に対し、たくさんの義援金を頂戴しました。
　大変ありがとうございました。
　なお、義援金の内訳は下記のとおりです。

※敬称は略させていただきます。

累計３５,００２,６９５円
（平成23年8月31日現在）

片品村人権講演会

(H23.8.16～ H23.8.31)

　　　金 額（円） 

50,000 円

600,000円

№

409

410

氏 　　　名

匿名

"安中市仁友会
（安中市民生委員ＯＢの集い）

会長　清水　辰吉 "

住 　　　所　　

群馬県安中市

東京都江東区

片品村が行う東日本大震災被災者受入支援
に対する義援金の受付終了について
　片品村が行う東日本大震災被災者受入支援に対
する義援金（寄付金）の受付は８月３１日をもっ
て終了させていただきました。
　多額の義援金をお寄せいただき、ありがとうご
ざいました。
　ご協力いただきました皆様に、心よりお礼申し
上げます。

片品村・片品村
教育委員会・北
毛地域人権啓発
活動ネットワー
ク主催で、講師
に神渡良平氏を
招き、人権講演
会を開催します。

▼講　師：神渡　良平 氏
▼テーマ：人は何によって輝くのか
▼日　時：11月19日（土）午後２時開演
　　　　　（午後１時30分開場）
▼入場無料
▼場　所：片品村役場　２階農林研修室

　神渡良平氏は 38 歳の時に脳梗塞で倒れ一時
は半身不随となりましたが闘病中に起草した「安
岡正篤の世界」（同文舘出版）がベストセラーにな
り以後、次々にベストセラーをうみ出し、講演や
執筆に多忙となっています。
　最近の著作では「敗れざる者　ダスキン創業者
　鈴木清一の不屈の精神」があります。

※申し込みは不要です。直接会場へお越しくださ
　い。

問い合わせ先：保健福祉課　☎（５８）２１１５
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おしらせ

広 報 か た し な        H23 .1015 広 報 か た し な        H23 .10

　
平
成
23
年
10
月
17
日
か
ら
10
月

23
日
ま
で
の
一
週
間
は
、「
薬
と

健
康
の
週
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、

医
薬
品
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と

の
大
切
さ
、
そ
の
た
め
に
薬
剤
師

が
果
た
す
役
割
の
大
切
さ
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓

発
週
間
で
す
。
薬
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
何
ら
か
の
リ
ス
ク

を
併
せ
持
つ
も
の
で
す
。
誤
っ
た

使
い
方
を
す
る
と
、
健
康
を
損
ね

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
薬
と
上
手
に
付
き
合
い
、
健

康
維
持
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ

う
。

薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

○
主
治
医
の
下
、
用
法
・
用
量
を

守
っ
て
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
か
か
り
つ
け
医
や
か
か
り
つ
け

薬
局
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
、
身
近
な
専
門
家

に
相
談
す
る
事
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
色
々
な
医
療
機
関
を
む
や
み

に
受
診
す
る
と
、
薬
が
重
複
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
受
診
時
に
は

お
薬
手
帳
や
薬
の
説
明
書
等
を
持

参
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

保 

健 

だ 

よ 

り
　

命名について

将来は・・・

可愛い名前をつけたいと思
い、「みずき」と名付けました。

元気で明るく、みんなに愛さ
れ、思いやりのある優しい子
になってほしいです。

さん萩原　諒
はぎわら　   りょう

23 歳

昭和 63 年 6月 4日生（父）睦久　（母）歌子

（土出）

３．片品をどう思いますか
涼しいところ、水がきれい

１．何処へお勤めですか 
片品村観光協会

２．趣味は何ですか
音楽鑑賞、ギター、
スノーボード

４．村内のおすすめスポットは
川
　

７．村民の方へメッセージをお願いします
片品でお世話になります。よろしくお願い致します。

５．好きな異性のタイプ
寛容な人

６．目標があれば教えてください
ヨーロッパへ旅行

ちゃんみずき 平成２２年１０月２日生まれ

（父）小菅　哲也（母）のぞみ（須賀川）のお子さん

Fresh
Young

命名について

将来は・・・

山々の緑のように強く、美し
く、のびのびと育ってほしく
て、この名前をつけました。

自然を愛せて、人を思いやれ
る人になってほしいですね。

ちゃんみどり 平成２２年１０月６日生まれ

（父）大島　大（母）ゆき子（須賀川）のお子さん

展
示
会
情
報

「
小
さ
な
村
、
片
品
村
で
起
こ
っ

た
こ
と　

―

　

支
援
活
動
１
５

０
日
の
記
録
」

　

３
月
18
日
深
夜
、
福
島
県
南

相
馬
市
か
ら
の
被
災
者
を
受
け

入
れ
て
以
降
、
片
品
村
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
支
援
活
動
の

様
子
を
写
真
と
当
事
者
の
証

言
、
新
聞
記
事
で
振
り
返
り
ま

す
。ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友

達
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

覧
く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
場
所　

片
品
村
役
場　

２
階

農
林
研
修
室

▼
期
間　

11
月
５
日（
土
）〜
７

日（
月
）９
時
〜
17
時

▼
入
場
料　

無
料

○
自
己
中
断
や
増
量
等
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
症
状
の
悪
化
や
副
作
用
が
強
く

現
れ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

○
薬
に
頼
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
、
何
よ
り
も
健
康
へ
の
近
道
で

す
。

○
保
管
の
方
法
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
高
温
多
湿
な
場
所
で
の
保
管
は

避
け
ま
し
ょ
う
。
長
期
保
存
し
た

薬
は
、
変
質
し
効
果
が
十
分
で
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
不
要
に

な
っ
た
薬
は
、
薬
剤
師
等
の
指
示

の
下
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

※

お
薬
手
帳
に
つ
い
て

　
今
回
の
震
災
で
お
薬
手
帳
が
非

常
に
役
立
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
避
難
所
等
で
薬
が
欲
し
い

が
、
普
段
飲
ん
で
い
る
薬
の
正
確

な
情
報
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
方

も
多
か
っ
た
。
お
薬
手
帳
が
あ
っ

た
方
は
処
方
も
ス
ム
ー
ズ
だ
っ

た
」
と
の
こ
と
で
す
。
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
療
機

関
や
薬
局
等
で
も
ら
い
、
保
険
証

等
と
一
緒
に
保
管
し
、
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

薬
と
健
康
の
週
間

命名について

将来は・・・

長男だからなのと、呼びやす
い名前にしたかったからで
す。

強く、優しく、たくましい人
になってほしいです。

ちゃん良太郎
りょうたろう

平成２２年１０月２５日生まれ

（父）西尾　良方（母）恵美（鎌田）のお子さん 必ずチェック最低賃金
使用者も　労働者も

平成23年10月７日より改正

群馬県最低賃金は

時間額　　　　　　　　　　に690円

必ずチェック最低賃金
使用者も　労働者も

　

貴
金
属
の
価
格
上
昇
に
伴
い
、

訪
問
買
取
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。

‐

事
例‐

「
手
持
ち
の
貴
金
属
を
見
せ
て
ほ

し
い
」
と
訪
問
し
て
き
て
、
金
の

指
輪
を
渡
し
た
と
こ
ろ
返
し
て

も
ら
え
ず
、
売
り
渡
し
て
し
ま
っ

た
。契
約
を
取
り
消
し
た
い
が
業

者
の
連
絡
先
も
分
か
ら
な
い
。

‐

対
処
方
法
・
ア
ド
バ
イ
ス‐

・
業
者
が
突
然
訪
問
し
て
き
て

「
見
せ
て
も
ら
う
だ
け
」「
査
定
を

す
る
だ
け
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

も
、
買
取
り
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、毅
然
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
品
物
の
買
取
に
は
「
古
物
商
許

可
証
」
が
必
要
な
の
で
提
示
を
求

め
て
確
認
し
、
記
録
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
契
約
を
す
る
際
は
、
買
取
価
格

の
計
算
根
拠
や
買
取
り
条
件
を

確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と

が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
出
し
て

も
ら
い
、
控
え
を
受
け
取
り
ま

し
ょ
う
。

・
訪
問
買
取
の
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

平成２３年度　国保税第２期・村県民税普通徴収第２期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
村全体の平均（国保税）

（平成23年9月16日現在）

国保税

貴
金
属
の
訪
問
買
取
に
注
意

フ
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
し
た
業
者
に
退
去
す
る

よ
う
に
言
っ
て
も
、
居
座
っ
た

り
、「
物
品
を
出
せ
」と
強
要
し
た

り
す
る
な
ど
の
場
合
は
、
迷
わ
ず

警
察
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

を
し
て
い
る
場
所
に
出
向
い
て
、

無
料
で
日
用
品
を
配
り
、
最
後
に

高
額
商
品
を
売
り
つ
け
る
業
者

に
よ
る
被
害
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
度
よ
り
利
根
沼
田

地
域
で
協
定
を
結
び
、
沼
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
広
域
相
談

対
応
を
し
て
い
ま
す
。専
門
員
が

２
名
常
勤
し
て
い
ま
す
の
で
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
迷
わ
ず
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
８（
２
０
）１
５
０
０

村県民税普通徴収 村全体の平均（住民税）
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